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情報システム特講Ｂ

第１１回

本日の授業

• 技術進化のトレンド

– これまでの技術進化のトレンドを参照します．

– ある製品に関わるいくつかの技術分野に関して，そ
れぞれを既存のトレンド中に位置付けます．

• 演習：レーダー図

– 共通の目的を持つ製品群を想定します．

– 関連する技術分野を５つ程度選択します．

– それぞれの製品についてレーダー図を描きます．
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進化のトレンド

• 幅広いさまざまの産業で諸システムがどのよう
にして発展してきたのでしょうか？

• トレンドに沿って進化することで，その効用が
どこかにあると思われます．

• その効用は理想性の増大を実現しているはずで
す．

（否定的側面）

• 技術的困難さやリスクが増大するかもしれませ
ん．
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適用の例外

• 「単一―二重―多重」

– ある数に達すると，効用は増加しなくなります．

• 「トリミング」

– システムが現実可能な複雑さの最大点に到達した後
では，トリミングが有効になることがあります．
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技術進化のトレンドの一覧表
（１）

1. 適応型材料

2. 空間の分割

3. 表面の分割

4. オブジェクトの分割

5. マクロからナノへ

6. 網目とファイバ

7. 密度の減少

8. 非対称性の強化

9. 境界の除去

10.幾何学的（線的）

11.幾何学的（体積的）

12.可動性の向上

13.作用の調整

14.リズムの調整

15.非線形性

16.多重化（類似物）
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技術進化のトレンドの一覧表(2)

17.多重化（多様物）

18.多重化（差別化）

19.減衰の減少

20.諸感覚の利用向上

21.色彩の利用向上

22.透明性の増大

23.顧客の購入の焦点

24.市場の進化

25.設計の観点

26.自由度の増大

27.トリミング

28.制御性

29.人間の関与の減少

30.設計方法論

31.エネルギー変換回数
の減少

2018/12/4 Toyohiko Hirota 6



情報システム特講Ｂ 2018/12/4

Toyohiko Hirota 2

レギュラーコーヒー

• ドリッパー

• コーヒーメーカー

• ドリップパック
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技術進化のトレンド

• 顧客の購入の焦点
– 性能->便利さ->価格

• 市場の進化
– 一次産品->製品->サービス

• トリミング
– 複雑なシステム->副次的サブシステムの消去->トリミング

したシステム

• 制御性
– 直接的な制御作用->仲介を用いた制御作用->フィードバッ

クの導入

• 人間の関与の減少
– 人間->人間＋ツール->人間＋自動化ツール
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ドリッパー
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顧客の購入の焦点

市場の進化

トリミング制御性

人間の関与の減少

コーヒーメーカー
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顧客の購入の焦点

市場の進化

トリミング制御性

人間の関与の減少

ドリップパック
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顧客の購入の焦点

市場の進化

トリミング制御性

人間の関与の減少

演習（１）

1. 技術進化のトレンドを分析する対象を選定する．
同一目的の対象物が３つ存在しなければなりま
せん．そうでないときには別の対象を選んでく
ださい．

2. 分析の軸となるトレンドを，「技術進化のトレ
ンド一覧」（教材資料）の中から５つ選定しま
す．
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演習（２）

3. 選定した分析の軸のそれぞれについて，「技術
進化のトレンド一覧」表の「トレンドが表す進
化の段階」を３つ選びます．

4. 「左から右」へと進化します．レーダーチャー
トでは，外側が最も進化した段階を表します．

5. 対象物のトレンドをレーダーチャートにプロッ
トします
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演習（３）

• 得られたチャートについて考察してください．

a. 複数の対象物について，技術進化のトレンドの観点
から相互比較してみてください．

b. 可能な範囲で将来の方向性を考えてみてください．
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過去の事例
ノート

顧客の購入の焦点

市場の進化

表目の分割諸感覚の利用向上

自由度の増大

ルーズリーフ

顧客の購入の焦点

市場の進化

表面の分割諸感覚の利用向上

自由度の増大

i Pad

顧客の購入の焦点

自由度 増

演習の報告

• 時間になったら，ポストイットを貼り付けた用
紙を，ファシリテータが教員に提示してくださ
い．

• ファシリテータの出席カードを提出してくださ
い．
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演習レポート
（レポート７）

• ファシリテータは次回授業開始時までにレポー
トを提出しなければなりません．

• レポートは，教材のWebページから所定のExcel
ファイルをダウンロードし，演習結果を記入し
てください．

• ファイルは教員宛てのメールに添付ファイルと
して送付してください．

– 件名：レポートx グループ y

– 本文：提出者（ファシリテータ）の学籍番号と氏名

– 添付ファイル名：RxGy.xlsx
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xはレポート番号，yはグループ番号です

予習課題

• 第12回小テスト「リソースの活用」に回答して
ください．

• 回答期間

– 12月4日（火）14:30～12月10日（月）13:00

• 次回のスライド，ネット上の資料，他科目の教
材などを参照してください．

• 友人と相談してもかまいません．
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おわりに

• 次回は「リソースの活用」を試みます．
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